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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は、森林とくに照葉樹林の種多様性維持に大きく貢献している着生植物に焦点を定め、着生植物の
種多様性の分布とホスト樹木の特性や着生植物の分散能力について明らかにしたものである。そのため、現
在の日本で考えられるもっとも理想的な調査地である宮崎県の綾国有林内に設置されている森林総合研究所
の試験地内に調査区を設け、精力的な現地調査と緻密なデータ解析により、さまざまな考察を重ねた。その
結果、着生植物の種多様性を維持するメカニズムをある程度明らかにし、とくに一部特有な樹種だけが着生
植物の定着をとくに促進したり、逆に抑制することなど、新たな事実を明らかにした。
　本審査委員会では、地形や土壌などの変異の大きい調査地で、意欲的かつ緻密な研究計画を立て、それを
実行し、さらにさまざまな統計手法を用いて適切に解析した点が高く評価された。また、多くの英文の文献
を読みこなし、自らも英語の論文を完成させたことも評価された。
　これまで、その調査の困難性の故に、関心は持たれつつも研究が進まなかった着生植物について、意欲的・
先導的に質の高い研究をまとめたことが高い評価につながった。
　よって、著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものとして認める。
